
2024年度アルミ建材需要予測 一般社団法人 日本サッシ協会

（単位：千トン ）

年度

項  目 実績 前年比 見込 前年比 予測 前年比

木 造 用
(1)

78 ▲ 11.7% 73 ▲ 6.4% 71 ▲ 2.7%

ビ ル 用
(2)

72 ▲ 0.7% 74 2.8% 73 ▲ 1.4%

ｱﾙﾐｻｯｼ計
(1)+(2)=(3)

150 ▲ 6.8% 147 ▲ 2.0% 144 ▲ 2.0%

ド     ア
(4)

20 ▲ 8.1% 20 0.0% 20 0.0%

ｴｸｽﾃﾘｱ
(5)

105 ▲ 6.2% 103 ▲ 1.9% 102 ▲ 1.0%

ｱﾙﾐ製室内建具

(6)
35 3.5% 33 ▲ 5.7% 33 0.0%

ｱﾙﾐ建材計
(3)(4)(5)(6)

310 ▲ 5.6% 303 ▲ 2.3% 299 ▲ 1.3%

コメント
建築着工　2023年実績および年度見込み

１．木造用サッシ関係指標
  １）．2023年1月～12月実績
         新設住宅着工戸数は、暦年で820千戸 (前年比4.6％減)となり３年ぶりの減少となりました。
         新設住宅着工（戸数） 820千戸 前年比 -4.6%
         新設住宅着工（床面積） 64,178千㎡ 前年比 -7.0%
           木 造 住 宅（戸数） 454千戸 前年比 -4.9%
           非木造住宅（戸数） 365千戸 前年比 -4.3%
           木 造 住 宅（床面積） 41,423千㎡ 前年比 -8.3%
           非木造住宅（床面積） 22,754千㎡ 前年比 -4.5%
           持          家（戸数） 224千戸 前年比 -11.4%
           貸          家（戸数） 344千戸 前年比 -0.3%
           分          譲（戸数） 246千戸 前年比 -3.6%
  ２）．2023年度の見込み（4月～3月）
　　　　　　新築住宅着工戸数は、年度で810千戸（前年度比5.9％減）と見込みました。

２．ビル用サッシ関係指標
  １）．2023年1月～12月実績
         全着工建築物の床面積は、暦年で111,214千㎡（前年比6.9%減）となりました。
　　　　　 全 着 工 111,214千㎡ 前年比 -6.9%
             非 木 造 65,594千㎡ 前年比 -6.2%
             内非居住用 43,448千㎡ 前年比 -8.0%
  ２）．2023年度の見込み（4月～3月）

         　非木造用床面積は、年度で66,000千㎡（前年度比5.3％減）と見込みました。

アルミ建材需要　2024年度予測
１．木造用サッシ
　　　2024年度住宅着工戸数は資材価格の高騰による住宅建設コストの高止まりや、景気の
    先行き不透明感の継続などにより、前年より0.7％減となる804千戸と見込みました。うち
　　木造住宅は459千戸（前年度比1.3％減）と想定しました。
　　　住宅省エネ2024キャンペーン等により窓改修リフォーム市場は好調に推移する一方で
　　木造住宅用サッシの材質はアルミ製からアルミ樹脂複合製と樹脂製への移行が進み、
　　一戸当たりのアルミ建材重量は減少傾向となっていることから、2024年度の木造用サッシ
　　の需要を71千トン（前年度比2.7％減）と予測しました。

２．ビル用サッシ
　　　2024年度の非木造分野は、建設資材の高騰や労働力不足による影響が継続すると
　　想定し、非木造床面積を65,000千㎡（前年度比1.5％減）と見込みました。ビル用サッシ
　　需要は、床面積と同様に推移するとし、73千トン（前年度比1.4％減）と見込みました。

以上のことから、アルミ建材需要全体では、299千トン（前年度比1.3％減）と予測しました。
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